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科目名 栄養情報Ⅱ 学年

サブタイトル 単位

教員名 太田 信宏 メールアドレス
井上：

太田：

授業概要

栄養士の代表的な活動領域は保健所、健康増進センター、事業所、病院、学校、福祉施設などである。そこでは食

生活調査、運動状況調査、生活プログラムの提案や実地指導、さらに献立作成、栄養管理、食材料の発注等さまざ

まな業務がある。この授業の目的は を効率的に活用しながら栄養士業務を理解することにある。内容は調査と結

果の集計と判定、プログラムシート、献立、教育媒体の作成、ホームページによる栄養情報の発信などである。授業

は による演習形式で、担当者 名によるオムニバス方式で行う。

授業計画

（担当者・太田）

・授業ガイダンス

・栄養指導媒体と各種帳票の作成

・給食だよりの作成

・食品群別分析表と食品群別荷重平均成分表

・栄養出納表の作成

・食事アンケート／生活習慣アンケートの作成と分析

・献立とレシピのホームページ作成演習

・献立画像の作成演習

（担当者・井上）

・栄養指導コメント作成の流れ

・脂質異常症とは

・脂質異常症患者の問診表とコメントの作成

・脂質異常症献立の立て方

・脂質異常症献立の作成

・献立画像とレシピの準備

・脂質異常症献立のホームページ作成１

・脂質異常症献立のホームページ作成２

・著作権の扱いについて

評価方法
授業の活動を含めた平常点 と提出課題 で総合評価する。なお欠席は 回につき 点減点、遅刻は 点減

点とする。

評価基準

平常点は毎回の出席を基本として、授業への取り組み方と各回の活動内容を総合的に評価する。提出する課題 給

食だより、食品群別加重平均成分表、栄養出納表、栄養指導コメント、脂質異常症献立等）については、課題の完成

度、提出期日、分量などを総合的に判断する。作成するホームページについては、ページの完成度、体裁、レシピや

画像の内容を中心に評価する。この結果を 点換算し、大学が定める評価基準 ～ にしたがって評価する。

テキスト 資料を配付する。

参考書 使用しない。

受講者へのメッセー

ジ

栄養士に必要とされる実践的な実習を多く取り入れて行います。栄養情報Ⅰで学んだ知識を生かして、コンピュータ

を活用した栄養業務について、より発展的に理解を深めてください。

ページ


